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  はじめに                  

 

この度は ANTARI 製ヘイズマシン HZ100 をご購入頂き、誠に有り難うございます。 

本機をより快適に使用して頂くためにも本書を十分に活用下さい。また本書が保証書となります

ので大切に保管いただきますよう、お願い申し上げます。 
 

 安全上の注意 -ご使用前に必ずお読み下さい。             
 

 
1. 感電の恐れがありますので HZ100 のタンクにヘイズリキッドを入れ過ぎないように 

ご注意下さい。 
2. HZ100 は屋内専用です。屋外用としては設計されておりません。 
3. HZ100 は AC100V、50/60Hz でご使用下さい。安全の為、事前の電圧をご確認下さい。 
4. ヘイズリキッドをタンクに注入する際は必ず電源プラグを抜いて下さい。 
5. 必ず水平に近い状態で、保管、使用して下さい。 
6. 使用していない時は電源を切るか、電源コードを抜いて下さい。 
7. HZ100 は耐水性ではありません。本体内に水やフォグリキッドがかかった場合、すぐに

電源ケーブルを抜き、販売元もしくは技術者のチェックを受け、異常が無いことを確認

してから再度使用して下さい。 
8. 本体カバーを開けたり、内部のパーツに触れたりしないで下さい。故障の際は販売店、

もしくは、正規代理店にご連絡下さい。 
9. 小児の手の届かない所で、使用、保管をして下さい。また使用中は本体から目を 

離さないで下さい。 
10. ヘイズの出力口を人に向けて使用しないで下さい。 
11. 風通しの良いところに設置し、使用して下さい。 
12. 本体の換気口をふさがないで下さい。 
13. 清掃等を行うときは、必ず本体が冷えた状態で行って下さい。 
14. 危険ですのでヘイズリキッドに可燃性のオイルやガスなどを絶対に加えないで下さい。

また、香料は専用の物をご使用下さい。 
15. 移動の際には、必ずタンク内を空にしてから移動を行って下さい。 
16. ヘイズリキッドを飲まないで下さい。飲んでしまった場合、直ちに医師の診断を受けて

下さい。また皮膚に付着したり目に入ってしまった場合は、直ちに水で洗い流して 
下さい。 

 

故障が生じた場合はお手数ですが、必ず販売店もしくは正規代理店に連絡して下さい。

無断で本体カバーを開けられた場合、保証の対象外となることがあります。 
 



 設置、使用及びメンテナンス方法               

 
設置方法 
1. 箱を開け全ての梱包材を取り除いて下さい。 
2. HZ100 を平らな平面に置き、ヘイズリキッドタンクの蓋を開けて下さい。 
3 . HZ100 の背面に記してあるヘイズリキッドの最大注入レベルを超えないように、ヘイズ

リキッドをタンクに注入して下さい。専用ヘイズリキッド、もしくは販売店の薦める 
高品質のヘイズリキッドのみを使用して下さい。それ以外のヘイズリキッドを使用した 
場合、本体が損傷する恐れがあります。ヘイズリキッドを注入し終えたらタンクの蓋を 
閉めて下さい。 

4. 本体及びリキッドタンクは水平な場所に設置して下さい。 
5. HZ100 はリモートコントローラーを使用して操作を行うことが可能です。 

リモートコントローラーを使用する場合、ケーブルがしっかりと接続されていることを

確認して下さい。 
 
設置上の注意 
1. 付属しているブラケットは、本体上部に取り付けて下さい。このブラケットはトラスや

専用のバーから吊り下げる際に使用します。 
2. 本体を地面に置く場合も、下げる場合も使用中はなるべく水平に設置して下さい。 
3. トラス等に本体を吊り下げ場合、出力ノズルが人のいる方向に向かないよう、また顔に

直接煙があたらないようにご注意下さい。 
4. 本体が 15°以上傾かないよう設置して下さい。 
5. タンク内のヘイズリキッドの量を必ずチェックして下さい。タンクが空の状態で HZ100

を使用すると本体内部が故障する恐れがありますので絶対にお止め下さい。 
 
使用方法 
1. 電源コードをアース付のコンセントに接続して下さい。 
2. リモートコントローラーを使用せずに操作する場合は本体の電源をオンにして下さい。

自動的にヘイズが出力されます。 
3. リモートコントローラーを使用して遠隔操作を行う場合、リモートコントローラーの

MANUAL ボタンを押して下さい。スイッチを押している間ヘイズが出力され続けます。 
 
出力が低い、機械的なノイズが聞こえる、全くヘイズが出力されない等の症状が出た場合は 

直ちに使用を停止し、電源ケーブルを抜いて下さい。ヘイズリキッドの量、ヒューズ、リモート

コントローラーの接続、電源ケーブルの接続を確認し、問題が無ければ再度電源ケーブルを接続

して下さい。電源を入れ、30 秒間経っても本体が動作しない場合は HZ100 が破損した恐れがあ

りますので販売店、正規代理店にお問い合わせ下さい。 



リモートコントローラー 
HC-1 HZ100 用リモートコントローラー（ワイアードタイプ 10m） 

1. Control オン/オフボタン 
コントローラーを使用する際は赤色の Control ボタンを押して下さい。赤い

LED が点灯します。 
2. Haze ボタン 
手動でヘイズを連続的に出力させる時は緑色の HAZE ボタンを押して下さい。

緑色の LED が点灯します。再度押すとスイッチがオフになりヘイズの出力が 
止まります。尚、HAZE ボタンはタイマー機能より優先されます。 
3. TIMER オン/オフボタン 
TIMER ボタンを押しタイマー機能をオンにして下さい。INTERVAL ノブを 
使って 10 秒～5 分の範囲で各ヘイズ噴射の間隔を調整します。また、

DURATION ノブにより 1 秒～10 秒の範囲でヘイズを噴射する時間の長さを 
調節可能です。 

HCR-1 HZ100 用リモートコントローラー（ワイアレスタイプ） 
受信機を本体のリモートコントローラー入力端子に接続し、受信機を HZ100 
本体の背面に取り付けて下さい。リモートコントローラーは最大 50m まで送信

可能です。小さいボタンを押すとヘイズが出力され、大きいボタンで出力を 
停止します。複数台の ANTARI ヘイズマシンを 1 台のリモートコントローラー

で操作することが可能です。 
 

 

ヘイズリキッド 
品質の落ちた、古いヘイズリキッドの使用は故障の原因となりますのでお止め下さい。また新し

いヘイズリキッドを本体に注入した際にはタンクの蓋をヘイズリキッドのボトルの蓋と交換し

て下さい。 
 
注：油性のヘイズリキッドと水性のヘイズリキッドは絶対に混ぜて使用しないで下さい。ヘイズ

リキッドの種類を変える場合は一旦タンクを完全に空にしてから新しいヘイズリキッドを入れ

て下さい。 
 
 
仕様                                   
電源  ：AC100V、50/60Hz 
サイズ  ：250mm(W)×235mm(H)×485mm(D) 
重量  ：12kg 
オプション ：HC-1 ワイアードリモートコントローラー(10m) 
      ：HCR-1 ワイアレスリモートコントローラー 
   EXT-1 リモートコントローラー用延長ケーブル(10m) 
 



HAZE GENERATOR の内部清掃手順               

 
清掃する為に用意していただくもの 
• プラスドライバー（先端 6mm 程度） 
• マイナスドライバー (先端 2mm 程度) 
• 6 角棒レンチ (2.5mm) 
• カッター 
• 千枚通し（針状のものならば可） 
• ワイヤーブラシ等 
 
①まず、電源プラグを抜いて下さい。次に、上蓋を取り外します。14 本のプラスネジで留

まっていますので、このネジをすべて取り外して下さい。 

 
②上蓋を取り外すと角型のリキッドのタンクが見えます。 
次にこの蓋を取り外します。プラスのネジが 10 本です。 
 
 
 
 
 
③上蓋を取り外すと中の仕切り板が出て来ます。この板は 
コーナー4 箇所のプラスネジで止まっていますので、この 
中板を取り外します。またこの板はシリコンボンドでシール 
してありますので、マイナスドライバーやカッターで 
コーナー部分に付着しているボンドを取り除かなければ 
外れません。 
中板は割れやすい為細心の注意を払って取り扱って下さい。 
 



 
④仕切り板を取り外した様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤仕切り板を取り外すと、噴霧ノズルが出てきます。 
ノズルは配管等を取り外して、裏側のナットを緩め 
て取り外して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ノズル部分を取り外した様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ノズルは 6 角穴付きボルト 2.5mm/3 箇所で固定して 
ありますので、この 6 角穴付きボルトを外して下さい。 
 
 
 



 
⑧ノズル部を分解すると大きめの O-RING で全体を

シールしてありますので、無くさないように保管しま

す。また、この部分の小さな穴にも不純物が詰まって

いるケースも多い為、針状のものやワイヤーブラシな

どで内部を清掃して下さい。 
 
 
 
 
 
 
⑨ノズル部の蓋を開けると添付写真のような小さな

ノズルが出てきます、先端は針先ぐらいの穴があいて

いますが、ここによく不純物が詰まっているケースが

多いようです。ノズル部分の各個所を清掃し、元に 
戻します。ここにも小さな O-RING を３個使用して

いますので無くさないように、元に戻して下さい。 
 
組み立てはこの逆の手順になります。 
 
※ 清掃メンテナンスは 40 時間/1 回を目安におこなうことをお奨めいたします 
※ メンテナンスの不備によるポンプ、ヒーターの目詰まりは保証対象外になりますので、

ご注意下さい。
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